
（写真：鹿児島県立博物館） （写真：京都大学桜島火山観測所）



1

桜島はこれまで何度も
大規模噴火を繰り返しており、
記録が残されているものだけでも、
天平宝字噴火（764年）、
文明噴火（1471年）、
安永噴火（1779年）、
大正噴火（1914年）の
４回が確認されている。

１９１４年に起きた大正噴火では、噴煙がおよそ１８，０００ｍま
で上がり、大量の軽石や火山灰が降り積もった。
桜島の黒神地区にある埋没鳥居がその凄まじさを物語っている。
また、流れ出た溶岩流が島だった桜島と大隅半島との間の海峡
を埋めつくし、陸続きとなった。
さらにマグニチュード７の地震も発生し、対岸の鹿児島市街地側
にも大きな被害をもたらした。（死者・行方不明者：５８人）

約２万９千年前に現在の鹿児島湾の奥部にあたる位置で
巨大噴火が発生し、姶良カルデラが形成された。
そのおよそ３千年後にこの姶良カルデラの南端から新たに
始まった噴火活動により桜島が誕生。
桜島は北岳と南岳からなる、複合火山で、現在は南岳が
活発に活動している。

桜島の成り立ち

繰り返す大規模噴火

大正噴火による被害等

（写真：鹿児島県立博物館）

出典：小林哲夫（2014）桜島火山（第1章）．
桜島大正噴火100周年事業実行委員会編，
桜島大正噴火100周年記念誌，18-29.



1914年
溶岩流
1.34km3

1946年
溶岩流
0.18km3

（資料：京都大学桜島火山観測所）
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桜島は現在でも活発に噴火を繰り返しており、市街地側の住民も
降灰に見舞われることがしばしばある。

大正噴火から１００年以上経過した
現在、姶良カルデラ下のマグマ溜りに
は、大正噴火当時と同等量のマグマ
が蓄積されていると言われている。
これは、次なる大規模噴火への備え
が必要な時期に来ていることを示して
おり、このことを受けて、鹿児島市で
は大規模噴火対策に取り組んでいる。

桜島の噴火警戒レベルは常にレベル３、入山規制とされ
ており、また、法律に基づく措置で火口から半径２ｋｍ以内
は立入禁止となっている。
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噴火活動の状況

Ｈ23年
996回

Ｒ元年
228回

噴火警戒レベル

迫る大正噴火級の大規模噴火



避難施設・誘導看板

降灰除去対策

桜島島内には、噴石から身を守る退避壕を
はじめ、フェリーでの島外避難時に使用する退
避舎や避難港といった避難施設のほか、その
誘導看板などを整備している。

桜島の噴火に伴い降り積もった火山灰はロードスイーパー
や散水車等で清掃している。また、住宅地の降灰は市から
市民に無償配布している克灰袋で収集する仕組みが整えら
れている。

要望活動

鹿児島地方気象台や大隅河川国道事務所、
鹿児島県のほか、京都大学桜島火山観測所
や鹿児島大学、垂水市と共に桜島火山防災
連絡会（通称５者会）を構成し、２か月に一度
開催の上、火山活動に関する情報共有や意
見交換を行っている。

桜島周辺の霧島市や
鹿屋市、垂水市と共に
桜島火山活動対策協議
会を構成し、毎年、国や
鹿児島県に対し砂防施
設の整備や道路改良等
について要望活動を行
っている。

関係機関との連携（５者会）
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nt/ichiran.html

南東の風

（イメージ図）

東の風

北東の風

桜島の大規模噴火対策

大正噴火級の大規模噴火に備えて、桜島の島
外への避難対応はもとより、市街地側への大量
の軽石火山灰の降下・堆積を想定した近隣の市
や町への広域避難を含む大量軽石火山灰対策
や長期避難対策などをまとめている。

大量軽石火山灰対策をまとめるにあたっては、世界初となる大量軽石火山灰を想定した車両走行実験・道
路啓開作業検証実験を実施（2018年7月）し、その結果、４輪駆動など全ての車輪が駆動する車両でないと
走行困難であることや効率的な除去手法などが判明しており、対策の中に盛り込んでいる。

桜島火山爆発総合防災訓練

桜島火山爆発総合防災訓練は、住民や防災関係機関等が一
体となって半世紀にわたり毎年実施してきており、大規模噴火に
備えて防災意識とその対策の実効性を高めている。
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大量軽石火山灰を想定した車両走行・道路啓開作業検証実験

市街地側へ最悪の影響を及ぼす
ケースを想定したシミュレーション

市街地側の地域をゾーン分けし避難情報発令対象地域を決定
避難者数、避難させる地域を踏まえ
なるべく近隣の市町に避難

【例】・ C・Dゾーンへ避難指示発令
・ 住民の避難支援（バス避難）

桜島火山避難マニュアル（住民用）

出典：気象研究所 新堀敏基氏資料



火山防災意識啓発映像 火山防災教材作成配布

桜島訪問体験

火山専門家派遣授業

火山防災スペシャリスト養成研修

鹿児島市街地側の小学６年生が、桜島ビジターセンタ
ーや黒神埋没鳥居、砂防施設等を見学する体験学習を
実施している。

火山防災に係る意識啓発映像を作成し、桜島の
過去と現在を正しく知り、命を守るための準備と心
構えを持つことの重要さを広く市民に周知している。

火山災害時における対応
や桜島の恵み・文化を学ぶ
火山防災教材を作成し、市
内の全ての小学校に配布し
ている。

全国の火山防災に携わる関係者等を対象に、鹿児島
市の降灰除去対策や避難計画等に関する研修のほか、
桜島火山爆発総合防災訓練を視察する火山防災スペ
シャリスト養成研修を開催している。

火山の専門家が小学校に出向き、桜島のなりたちや噴火
の歴史に関する講話のほか、噴火の仕組みを学ぶ実験など
の授業を実施している。
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これまで、1988年に鹿児島国際火山会議、1998年に
アジア活火山サミット、2013年に ＩＡＶＣＥＩ （国際火山学
地球内部化学協会）学術総会を開催している。

火山防災の取組に対する海外メディア
の取材にも積極的に対応している。

全国の火山災害警戒地域
の市町村に働きかけ、火山
防災強化市町村ネットワーク
（143市町村）を設立し、国
に対し火山の研究及び監視
・観測体制の充実・強化など
について要望するほか、火
山防災対策について情報共
有を行っている。

インドネシアのスレマン県と、火山防災等の交流促進
に関する覚書を締結し、双方の火山防災対策のさらな
る向上に向けた取組を推進している。
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国内外の火山関係会議等に参加し、積極的に鹿児島市の火山防災対策の情報発信に取り組んでいる。

【国際会議】 【国内会議】



【お問合せ】
鹿児島市危機管理局危機管理課
電 話 099-216-1513 / FAX 099-226-0748
E-mail kiki-kazan@city.kagoshima.lg.jp
〒892-8677 鹿児島市山下町11番1号

桜島は、60年以上の長きにわたって火山活動を続けており、桜島及び周辺地域
の住民生活をはじめ、農作物等各面にわたって大きな影響を与えています。
この活火山桜島を有し、麓や対岸に合わせて約60万人の市民が生活している鹿

児島市では、これまでハード・ソフトの両面から火山防災対策に取り組み、さま
ざまな試行錯誤を経ながらその充実に努めてきました。
こうした本市の火山防災に係る取組は、長年の経験や実績に裏打ちされた実効

性のある対策となっています。これらをさらにブラッシュアップし、火山防災の
モデルとして世界に発信することにより、国内外の火山災害の被害軽減に寄与で
きるものと考えています。
このような背景を踏まえ、市民と地域、事業者、研究機関・行政が一体となっ

て、桜島に対する総合的な防災力の底上げを図るとともに、最先端の火山防災に
取り組む「鹿児島市」を、火山の魅力も交えながら世界に発信することにより、
交流人口に加え、関係人口の拡大を図ります。

大規模噴火でも
｢犠牲者ゼロ｣を目指す

防災対策

火山防災トップシティ構想

鹿児島市 桜島火山対策

詳しくは、鹿児島市ホームページでご覧いただけます。

（作成：2020年10月）

（2019年3月策定）

検 索

かごんま防災くん
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